




「輪島市大規模火災を踏まえた消防防災対策のあり方に関する検討会報告書」（2024（令和６）年７
月）では、「今回の木造密集地域での火災は、2016（平成28）年12月に発生した新潟県糸魚川市での
火災以来の大規模なものとなり、強風下でない場合においても、地震・津波災害発生時には、住民等
が避難を要することにより、火災の発見が遅れ、初期段階で消火できないと大火に発展する危険性の
あることが改めて示された。」
としており、このほか、倒壊した建物が延焼拡大の要因になった可能性があること、道管の断水によ
り消火栓が使用できなかったこと、地盤の隆起により河川の水位が低下し、河川の一部地域で取水が
できなかったこと、大津波警報等の発表により海岸からの取水が当分の間、困難であったこと等が報
告されています。
また、今後の対応策について、まちづくりにおいては、「都市構造の不燃化や密集市街地の整備改善
及び住民等の地域防災力の向上に資するソフト対策の引き続きの推進」、「老朽木造家屋や避難・消
防活動上重要な沿道の建築物等の耐震化の促進」が提言されています。

能登半島地震（マグニチュード 7.6、最大震度７）では、
木造密集地域で火災が発生し約４万９千㎡が焼失、約 240 棟が焼損
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